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価値観を行動に

私たちは、親睦を通じて生涯にわたる友情をはぐくみ、国や文化を超えた
理解を促します。
私たちは高潔性をもって約束を守り抜き、倫理を守ります。

多様性を誇るロータリーは、さまざまな考え方をつなぎ、多角的なアプロー
チで問題に取り組みます。

私たちは、奉仕を通じてリーダーシップと職業のスキルを生かし、地域社会
の問題に取り組みます。



2012ー2013年度 RI世界平和フォーラム

田中作次RI会長テ－マ
＜奉仕を通じて平和を＞

◆ RI世界平和フォ－ラム ・ ベルリン
＜国境なき平和を＞
2012年11月29－12月1日

◆ RI世界平和フォ－ラム ・ ホノルル
＜平和にいたる緑の道＞
2013年1月25－27日

◆ RI世界平和フォ－ラム ・ 広 島
＜平和はあなたから始まる＞
2013年5月17－18日



広島平和フォーラム



広島平和フォーラムの分科会討論風景



広島平和宣言

2013 年5月18日
(一部要約)

平和とは、何もせずに手に入れられるものではないことを私た

ちは理解しています。平和は確固たる決意を必要とする生き方

そのものです。私たちは「平和はあなたから始まる」を合言葉に

行動し、平和の実現のためには一人一人が責任を持たねばな

らないことを認識しています。平和とは、日々の生活で周りの

人たちとの調和を心がけ、国籍、政治、宗教や文化の違いを超

えた友情を育むことから始まります。また、皆が団結して協力し

合えば、若い世代が平和の実現のために行動する意欲を高め、

世代から世代へと平和の探求が受け継がれて行きます。



１、全ての世代の人たちに、高い道徳的判断を奨励する。

２、若い人たちの適切な願望や関心を認識し、理解する。

３、地域でのプログラムを実施することで、若い人たちに機会を
提供する。

４、ロ－タリ－によって提供される人道的奉仕で、指導性があり、
そして教育的なプログラムに、若い人たちの参加を奨励する。

青少年奉仕活動の基本方針

(ロータリー章典8.050)



青少年奉仕のビジョンと理念

ロータリーの青少年奉仕プログラムは、未来、即ち－私たち家族の未来、私
たち地域の未来、そしてロ－タリ－の未来への投資である。
ロータリアンは、ロータリーの青少年奉仕プログラムを通じて、青少年の
人々とロータリーの理念や伝統を分かち合う。

１、ロ－タリ－の家族の中の友愛

２、地域社会や世界規模での奉仕

３、地球上のすべての人々への理解、文化への理解、そして 生活様式への
理解、これは世界平和への基本となる

４、全ての価値ある職業に対する尊敬

５、倫理的な意思決定の指針となる四つのテストの価値

６、未来のロ－タリアンへの投資意識の促進のための革新的リーダーシップ
の機会

(ロータリー章典8.050.1.)



１、ロータリーが青少年を尊重し、かつ青少年に関心を抱いていることを一層
明らかにすること。

２、選ばれた青少年指導者及びその素質がある人に実地訓練を体験させ、責
任ある有能なボランティア青少年指導者となるよう激励、援助すること。

３、青少年による青少年への絶えざる、力強い指導を激励すること。

４、青少年指導者として地域社会に尽くしている多数の青少年の優れた資質
を公に顕彰すること。

青少年の基本的なニーズを支援するプロジェクトは、即ち、健康、
人間の価値、教育、自己開発である。

ロータリー青少年指導者養成プログラム(RYLA)の目標

(ロータリー章典41.052.2)



１、指導力の基礎

２、良き指導者の倫理

３、効果的指導力における伝達力の重要性

４、問題解決と紛争管理

５、ロータリーとは何か、ロータリーは地域社会で何をしているか？

６、自信と自尊心を培うこと

７、地域社会の市民であり、世界市民であるという要素

RYLA活動の中心的カリキュラム

（2001年6月、RI理事会決議）



１、連絡を取り合い、情報を分かち合い、お互いのRYLAプログ
ラムに出席する。

２、多地区合同レベルや国際的レベルで、RYLAプログラムを組
織する。

３、RYLA行事についての情報をインターネットに掲載する。

４、他団体からの候補者も含め、指導者養成になかなか恵まれ
ないRYLAプログラムの参加者を招待する。

５、RYLAプログラムの参加者がこれからの活動に引き続き関わ
るよう、参加者に今後のRYLA活動の企画や指導に参加して
もらう。

RYLAに関するロータリアンの活動

（2001年6月、RI理事会決議）



標準ロータリークラブ定款 第５条

奉仕の第5条である「青少年奉仕」は、指導力養成活

動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクト

への参加、世界平和と異文化の理解を深める交換プ

ログラムを通じて、青少年及び若者によって好ましい

変化がもたらされることを認識するものである。



第５の項目は、2013年・規定審議会の決議に基づき、2016年の規定審議会におい
て「ロータリーの目的」に追加決定されるよう、RI理事会が決議しました。

ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこ
とにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、

社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること；

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること；

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。

第５ 奉仕、指導力、国際交流、そしてリーダーシップを開発する機会を通じて新世

代の全体的なリーダーとして能力を高めること。
（2014年10月、RI理事会決議53号）



未来を担う若者たち！



未来を築く青少年奉仕

青少年は未来を築く若者である。ロ－タリ－は、

未来を担う青少年に将来への希望と力を与え

る。また、青少年の才能を伸ばし、熱意を呼び

起こし、青少年の心の中に、個人として、また、

市民としての責任感と指導力を持つ人を育てる

ことが目標である。




